
 

 

 

 最近終了した世界会議では、地球温暖化の改善に向かう取組が待ったなしの状況であること

が確認されました。日本でも今年も台風や大雨による被害が続出し、犠牲になられた方や被災さ

れた方が多数おられることにやりきれない気持ちでいっぱいです。また自国の権利を主張して

いく傾向が高まり、世界中で協調していく意識が薄れがちになっています。令和という新しい時

代を迎えましたが、この令和には「人々が美しく心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」という

意味が込められているそうです。来年以降、世界中の人々の心がもっと寄り添い、地球規模で未

来を創造していけるような明るい年になるといいですね。 

 さて学校では、２４日で今年の授業を終了します。毎日の授業に加え、多くの体験を積んだこ

の秋に、心も体も成長した子どもたちは、本当によく頑張りました。まずはその努力を認め、賞

賛したいものです。しばらくは「年末・年始」といった家族との時間を有意義に過ごし、また１

月からの新しい学習に備えさせてください。今年も本校の教育活動にご理解・ご協力を賜り、あ

りがとうございました。 
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【めざす児童像】 （知）意欲的に 楽しく学び合う子ども （徳）認め合い支え合う やさしい子ども 

         （体）心と体を 進んで鍛え合う子ども 

 今年の夏前から始まっていた「運動場周囲のブロック塀撤去工事」並びに秋から始まっ

た「エアコン設置工事」がほぼ終了しました。この間、皆様には何かとご迷惑をおかけし

たことと思います。 

 すべての普通教室と図書室には、熱中症防止 

のため、エアコンが設置され、来年夏からの稼 

働が可能となりました。ただ室外機の配管に使 

用されているパイプは薄い素材でできている為、 

へこんだり外れたりする恐れがあるそうです。 

また室外機自体に異物が入ると故障の原因になりま 

す。学級でも指導を行いますが、休日の学校で 

の遊びや社会体育等で利用する際にも気を付け 

るよう、ご家庭でも一声かけていただけると助 

かります。 

                運動場の周囲にも塀が新設されました。この間、砂 

               がご自宅に飛んでご迷惑をおかけしたことにつきまし 

て改めてお詫び申し上げます。今後も何かありました 

ら学校までお知らせいただくようお願いいたします。 



◇◇１２・１月の行事予定 ◇◇ 

月 日 曜 行 事 予 定

１２ 
２４ 火 全校朝会、後期前半終了日、大そうじ 

２７ 金 学校業務終了日（12/28～1/5 の間は学校は閉まっています） 

１ 

１ 水 元日 

 ５ 日 新年書初め大会（日宇地区公民館 希望者） 

８ 水 後期後半開始日（給食あり） 委員会活動（６校時 ５・６年生） 

１０ 金 佐世保市図工作品展（～１３日 島瀬美術センター） 

１３ 月 成人の日 市Ｐ連４０周年記念式典 

１４ 火 縦割り遊び 

１５ 水 アウトリーチコンサート（４年３組） ５年生学年レク（６校時）   

１６ 木 アウトリーチコンサート（４年１組、２組） 

２１ 火 給食集会、避難訓練 

２２ 水 保幼小交流会 

２３ 木 代表委員会（朝） 

２４ 金 中学校入学説明会（６年生、保護者） 

２８ 火 学校支援会議 

２９ 水 読み語り（１・４年生） ＡＬＴとの英語活動 代表委員会（３～６年生 ６校時） 

３１ 金 ３年生授業参観、ＡＬＴとの英語活動 

 

＜年末年始の子どもたちの生活＞ 

１ 生活のリズムを大切に 

 親類で集まる機会も多いこの時期は、どうしても規則 

正しい生活が乱れがちになります。１月８日（水）から 

始まる後期後半に影響が出ないよう、早めに学校生活に 

適応した生活習慣の形成をお願いします。 

 

２ きまりを守り、安全な生活を 

気分的にも金銭的にも油断が生まれやすい年末年始。 

子どもたちが事件に巻き込まれることも少なくありません。 

大金を持って外出したり、校区外の商業施設に子どもだけ 

で出かけたりすることがないよう、ご注意ください。 

 

３ 家族としての役割を 

  家庭的にも多用な時期です。掃除やお正月の準備など 

子どもたちにできることは役割を与え、家族としての 

意識を高めることも効果的です。「役に立ちたい」と 

思っている子どもたちに、成就感を味わわせてください。 


